
40.1%

39.8%

39.3%

36.6%

25.2%

11.9%

13.6%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

言葉が通じなくて、コミュニケーションがとれなかった

書類の書き方がわからなかった

手続きの仕方がわからなかった

専門用語が多くてわからなかった

外国語の案内表示がなくて迷った

職員の説明が足りなかった

その他

無回答

日常生活で困ること 

住居探しで困ったこと 

医療のことで困ること 

行政窓口で困ること 

34.3%

32.7%

29.3%

15.0%

13.4%

5.7%

13.9%

22.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

保証人がいなかった

家賃・敷金・礼金が高かった

外国人を理由に入居を断られた

敷金や仲介手数料など手続きや慣習がわからなかった

コミュニケーションがうまくとれなかった

住宅に関する情報を得られなかった

その他

無回答

36.3%

36.0%

34.5%

23.5%

19.3%

16.5%

12.0%

20.0%

0% 10% 20% 30% 40%

診療科や地域、時間帯など希望に合う病院の探し方がわからない

医師や看護師などと言葉が通じなくて、コミュニケーションがとれない

外国語が通じる病院・クリニックがどこにあるかわからない

日本の医療制度や病院のかかり方がわからない

病院内の案内表示や書類が日本語で読めない

医療費が高い

その他

無回答

52.5%

47.7%

44.0%

38.5%

32.8%

20.8%

17.2%

8.6%

8.0%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

住居のこと

医療のこと

行政窓口での手続き

地域生活のこと

困ったことはない

仕事のこと

子育て・教育のこと

災害・防災のこと

その他

無回答

札幌市外国人市民アンケート調査結果（抜粋）

札幌市に暮らす外国人数は、2019 年 12 月 1日現在 14,943 人となっており、近年は年間１千人を超える割合

で増加している。 

今後ますます増えることが見込まれる外国人の日常生活の不安や不便を把握するとともに、外国人の考えや要

望を多文化共生のまちづくりに反映させることを目的とする。 

１ 調査の目的

本調査では、言葉や文化、習慣の違いから、日常生活において不便や不安を感じている外国人市民が多くい

ることを改めて把握した。引き続き、外国人生活者に対し暮らしに関わる情報提供や相談を多言語で行う総

合相談窓口や行政サービスにおける多言語発信の充実、医療通訳派遣制度の整備など外国人の暮らしやコミ

ュニケーションに係るサポートの仕組みづくりを進めるとともに、市民全体の異文化理解を促進する。

４ 今後の取組の方向性

日常生活で困ることは、「住居のこと」が 52.5％と最も多く、ついで「医療のこと」47.7％、「行政窓口での

手続き」44.0％となっている。

３ 調査結果（抜粋）

（N=838） 

あなたが日常生活で困ること、または、これまでに困ることがあったことは何ですか。

あてはまるものすべてに〇をつけてください。

あなたが行政窓口で手続きをしようとしたとき、困ること、または、これまでに困った

ことは何ですか。あてはまるものすべてに〇をつけてください。

あなたや家族が病気やけがで病院に行くとき、困ることは何ですか。あてはまるものす

べてに〇をつけてください。

あなたが、家を探すうえで、困ったこと、または困っていることはなんですか。あてはま

るものすべてに〇をつけてください。 

住居のことで困ること、または、これまでに困ったことがあると答えた人が、家を探すうえで困ったこと、ま

たは困っていることは、「保証人がいなかった」が 34.3％と最も多く、ついで「家賃・敷金・礼金が高かった」

が 32.7％、「外国人を理由に入居を断られた」が 29.3％となっている。
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（n=400） 

（n=369） 

医療のことで困ること、または、これまでに困ったことがあると答えた人が、病院に行くとき、困ることは、

「診療科や地域、時間帯など希望に合う病院の探し方がわからない」が 36.3％、「医師や看護師などと言葉が

通じなくて、コミュニケーションがとれない」が 36.0％、「外国語が通じる病院・クリニックがどこにあるか

わからない」が 34.5％と、ほぼ同じ割合であり、他の項目よりも多くなっている。

行政窓口での手続きで困ること、または、これまでに困ったことがある、と答えた人のうち、「言葉が通じなく

て、コミュニケーションがとれなかった」、「手続きの仕方がわからなかった」、「書類の書き方がわからなかった」

がそれぞれ約 4割となっている。

（n=440） 

本調査は札幌市に住民登録を行っている 18 歳以上の外国籍市民 3,000 人に送付し、838 件から回答があった。

２ 調査の概要

●外国人の暮らしに関わる情報提供や

相談を多言語で行います。

電話：011-211-3678

 メール：soudan@plaza-sapporo.or.jp

http://www.plaza-sapporo.or.jp/citizen_j/service/helpdesk.html

さっぽろ外国人相談窓口


